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ても，右のような観点から考察が加えられる(第 1 章第 4 節「オブジェからシンボ、ルヘJ) 。
以上のように先史美術をオブジェからシンボルへの展開として跡づけるためには，具体的な作品に
ついて，その制作目的，様式，年代，空間概念などを検討しなければならない。そこでこれらの問題























れているからである(第 2 章第 2 節「旧石器時代美術における抽象J)。このような問題はいきおい旧




させて特定の観念的空間を形づくるには至っていないことを明らかにしようとする(第 2 章第 5 節「旧
石器時代の空間概念J) 。
旧石器時代美術のなかで最も論義をよんでいるもののひとつは，ラスコー洞窟壁画の制作年代の問











問題と，同じく論議の多いレパント美術の制作年代問題を中心に検討が加えられている(第 3 章第 1
























と考えているが，その問題を取扱ったのが第 5 章第 1 節「南部アフリカ美術の特質と制作者の問題」
であり，また現在カラハリ砂漠に退いて孤立するブッシュマン族の生活の観察記録，およびその歴史
を考察したのが，第 5 章第 2 節「ブッシュマン族の歴史と生活」である。
これらの岩面画の制作時期については，それを千年紀で測るべきか，あるいは百年紀で数えるべき
かについて，学者の意見が決定的に対立している。また様式変遷についても種々の意見がある D 著者
は，放射性炭素測定その他の諸資料により，ブッシュマン美術は紀元前 4， 000年頃より 19世紀まで制
作し続けられたと考え，様式変遷については，最初の輪郭画から単彩画，二彩画，多彩画，明暗処理












































さるべき美論である。この考え方は，プラグマテイストの J .デューイ，新カント派の J .コーンや



















































期石器時代説 (Later Stone Age: アフリカ先史学独自の用語で，後期旧石器時代ではない)を提唱し，
またブッシュマン美術全体の展開について 著者自ら調査を行ったカラハリ砂漠最奥のツォディロ・
ヒル遺跡を橋わたしとしつつ，ローデシア→南西アフリカ→南アフリカへの伝播を説く。このような
きわめて独自な見解が随所に示されており，またその論証には説得力がある。
以上，要するに著者の主張するイメージとしてのオブジェ，あるいはそのシンボル化による先史美
術の展開が，実証的に把握された意義は極めて大きいのである。
しかしながら，本論文にもなお，残された問題がないわけではない。たとえば，既述のごとく，オ
ブジェやシンボルといった概念が具体的に何を意味するか必ずしも明白でないといった点，あるいは
著者の論考の前提ともなった芸術活動の汎律性と触覚性が，その相互間においていかに関連づけられ
るかについての論述が明断を欠くといった点である。この様な点が，著者の今後の研究によってさら
に明らかにされることを期待するものである。
以上，申し述べたごとく，本論文は著者の独創的見解に満ちており，わが国の先史美術の研究水準
を世界的水準に高めえた労作と評価されてよしミ。文学博士の学位に価する論文と認定する次第である。
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